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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

災害・パンデミックに強い社会の形成

防災・減災対策の充実

災害に強い社会基盤の整備

（企業会計）浸水対策施設整備事業（下水道整備課分）

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

⑥4- 都市計画法　　下水道法

　安全で安心して暮らし続けられるまちを実現するため、下水道事業計画区域内の浸水被害を受けている地域におい
て、雨水を速やかに排除するポンプ施設や雨水管きょの計画的な整備を行う。
　中心市街地において西部バイパス幹線、日新ポンプ場等の整備を進めるとともに、周辺市街地においても宮川幹線
を始めとする雨水幹線の整備を行うなど、計画的に施設整備を行う。

年度7

雨水管きょ整備
西部バイパス幹線接続工事　φ６００ｍｍ　Ｌ＝１０．３ｍ　　
宮川雨水幹線工事　□２，７００×２，７００　Ｌ＝１９．２ｍ　マンホール　Ｎ＝１基
勅使第１雨水幹線工事　両発進立坑・仮設工等

下水道事業計画区域内に居住する市民

下水道事業計画区域内において、雨水を速やかに排除する下水道施設を整備することにより浸水被害の軽減
・解消を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度雨水管きょ整備延長 ｍ 0 0 191.2 72 1,337

雨水対策整備率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 49 49 49
0 0 48.8

宮川雨水幹線工事において、雨水管きょを整備したが、供用開
始には至っておらず、目標値を下回った。

99.6%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

0 0 49 49 49 49
0 0 48.8

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

520,298 814,857 616,861 493,958

482,584 774,205 575,765 452,862

37,714 40,652 41,096 41,096

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

雨水管きょ整備
【Ｒ５繰】宮川雨水幹線工事　
□４，２００×２，７００　Ｌ＝１６７．６ｍ　
□２，７００×２，７００　Ｌ＝１．０ｍ
西部バイパス幹線接続工事
φ４００～７００ｍｍ　Ｌ＝２２．６ｍ

雨水管きょ整備
西部バイパス幹線接続工事　φ６００ｍｍ　Ｌ＝１０．３
ｍ　　
宮川雨水幹線工事　□２，７００×２，７００　Ｌ＝１９
．２ｍ　マンホール　Ｎ＝１基
勅使第１雨水幹線工事　両発進立坑・仮設工等

５７５，７６５千円
【内訳】
（Ｒ５繰）５５６，７６６千
円
（Ｒ６現）１８，９９９千円

４５２，８６２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

575,765

179,701

0

387,778

0

8,286

6,662

0

392,200

0

54,000

452,862

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

宮川雨水幹線工事において、雨水管きょ１６８．６ｍを整備したが、供用開始には至っておらず、目標値を下回った。引き続き、宮川

雨水幹線や中心市街地西部地区における仮設ポンプの設置などにより、早期に効果を発現させる必要がある。

浸水被害の著しい箇所について、費用対効果などを考慮し、緊急性の高いものから計画的に整備を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

安全・安心が守られる社会環境の充実

安全・安心な暮らしの確保

水の安定供給

（企業会計）再生水利用下水道整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

下水道法

　貴重な水資源の有効利用を図り、水の循環利用を推進するため、再生水利用下水道の整備を行う。昭和６２年度か
ら「下水処理水循環利用モデル事業」として事業を行い、平成６年４月から周辺公共施設等へ雑用水の供給を開始し
た。平成６年の大渇水を契機に、８年度に「再生水下水道事業」として国の事業採択を受け、１３年４月にサンポー
ト高松への再生水の供給を開始した。また、１３年３月には、サンポート高松に南接する中心市街地（北側）１４５
ｈａ、１７年３月には新たに瓦町地区４．４ｈａについて計画区域拡大の事業認可を受け、令和７年３月現在、６４
施設（旧牟礼町６施設含む）に供給している。

年度7

再生水送水管整備
Ｌ＝２０．０ｍ

再生水利用下水道事業計画区域内における大規模建築物等の管理者及び利用者

水資源の有効活用及び水の安定供給を行うため、再生水が利用できる施設の増加を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度送水管布設延長 ｍ 0 0 4.6 20 20

再生水利用施設数 施設数

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 65 65 65
0 0 64

「高松市節水・循環型水利用の推進に関する要綱」に基づき、
計画区域内において、大規模建築物（延べ面積２，０００㎡以
上）を新築・改築する場合に、再生水利用など水利用計画の策
定を義務付け、再生水の利用促進に取り組んでいるが、目標値
を下回った。

98.5%

点34

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 65 65 65 65
0 0 64

0 0 65 65 65 65
0 0 64

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,140 13,431 5,729 7,641

2,640 7,851 88 2,000

5,500 5,580 5,641 5,641

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

再生水送水管整備　
【Ｒ６現】Ｌ＝４．６ｍ

再生水送水管整備
Ｌ＝２０．０ｍ

８８千円
（Ｒ６現）８８千円

２，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

88

0

0

88

0

0

0

0

2,000

0

0

2,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

再生水の利用促進として、新たに２施設に供給を開始したが、１施設が減となったことにより、差し引き１施設の増となった。

引き続き、再生水供給区域内における、新たな供給希望施設との調整を行いながら、利用施設の増加を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

安全・安心に暮らせるまち

暮らしを支える生活環境の向上

汚水対策の推進

汚水処理の推進

（企業会計）汚水施設整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

令和 年度～6 令和 年度13

都市計画法　下水道法

　公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出するため、汚水施設の計画的な整備を行う
。下水道事業は、高松市では昭和８年から整備に着手し、昭和４０年に福岡下水処理場で汚水処理を開始、昭和５７
年に東部下水処理場の供用を開始、平成１３年に香東川浄化センターの供用が開始された。現在、平成２８年３月に
策定した、第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、整備を進めている。　　　　　　
　令和６年度末現在、　事業計画面積　６５６９．７ｈａ　整備済面積　５５１１．７ｈａ　行政人口　４１６，１
２０人　　処理人口　２６８，４９７人

年度7

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
φ２００～φ６００ｍｍ　Ｌ＝１，６８０ｍ

下水道事業計画区域内に居住する市民

下水道事業計画区域内において、公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出す
るため、汚水管きょの整備を進める。

R4 R5 R6 R7
R8

単年度整備面積 ｈａ 0 0 3.2 3 3

下水道人口普及率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 64.6 64.7 64.8
0 0 64.5

高松、香川、牟礼、庵治地区において、汚水管きょの整備を行
い、新たに３．２ｈａの供用を開始したが、目標値を下回った
。 99.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 64.6 64.7 64.8 64.9
0 0 64.5

0 0 64.6 64.7 64.8 64.9
0 0 64.5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

294,397 336,166 352,401 427,945

262,183 301,891 317,752 393,296

32,214 34,275 34,649 34,649

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
【Ｒ５繰】φ１００～２５０ｍｍ　Ｌ＝７９７．５ｍ
【Ｒ６現】φ２００ｍｍ　Ｌ＝３７１．９ｍ

汚水管きょ整備　（高松、香川、牟礼、庵治地区等）
φ２００～φ６００ｍｍ　Ｌ＝１，６８０ｍ

３１７，７５２千円
【内訳】
（Ｒ５繰）１４３，１１５千
円
（Ｒ６現）１７４，６３７千
円

３９３，２９６千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

317,752

24,379

47,635

222,833

16,909

5,996

11,202

23,791

324,200

19,620

14,483

393,296

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 98 100
98 継続

未整備区域において、費用対効果や優先度を踏まえ、汚水管きょの整備に努めた。

第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、現下水道事業計画区域内の未整備箇所において、私道に係る汚水管きょの布設同意を関

係者に呼びかけることなどにより、効率的な汚水管きょ整備の推進を図る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


